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ま え お き

進行 性核 上 麻 痺 の主病 変 は基底 核,脳 幹 の神

経 原線維 変化 で あ る.本 疾 患 の大脳 皮 質の 原線

維変 化の 出現 頻度 につ いては従 来 の報告 は まち

まちで あるが,石 野12)は2例 の本疾 患 につ き大

脳半球 のBodian標 本 を用 いて検 索 し,大 脳皮

質 に も原 線維 変化 が 出現す るこ と を報告 し,そ

の頻度 はお そ ら く正常 老 人脳 よ り多 く,形 態 に

も若干 の違 いが あ るこ とを報告 した.し か しこ

の 原線維 変化 が本 疾患 に特 有 の もの であ り,老

人性 変化 に よ る もの で ない こ とを言 うため に は,

同 じ部 位,同 じ染 色法 で老 人脳 を検 索 しそれ と

比較 す る こ とが必 要 で ある.一 方進 行性 核 上麻

痺 の脳幹 に おけ る原線 維変 化 は超微 形 態的 に も

老 人脳 の もの とは異 な るこ とが報告 され て いる

が,進 行性 核 上麻 痺 の大脳 皮 質に おけ る原線 維

変化 を電顕 的 に検 索す るこ とは その 出現数 が 少

な いため至 難 で あ る.し か しも し進行性 核 上 麻

痺 の大 脳 皮質 の 原線維 変化 の頻 度や 形 態 と老 人

脳の それ との間 に差 異が認 め られ れば,進 行性

核 上麻 痺 の 原線維 変化 も老 年 変化 で はな くて 本

疾 患 に特 異的 な もの で ある とい う推 測 もあ る程

度 可能 に な る と思 わ れ る.こ の様 な観 点 よ り私

は14例 の 老 人脳 を対 照例 と して原 線維 変化 の 出

現 頻度 と形態 の比 較 を行 な った.同 時 に この研

究は老 人脳 にお け る老 年性 変 化 の頻度 の コン ト

ロー ル ともな り得 るこ とを 目ざ した.

対 象

表1に 示 す様 に精神 病 院へ 入院 した70才 か ら

91才 ま での老 人14例 と, 62才 と71才 の進行 性核

上 麻痺 の2例,計16例 であ る. 14例 の老 人 の内

訳は 男子3名,女 子11名 で あ り,死 亡 時年 令 は

70～79才8例, 80～89才4例, 90才 以 上2例,

平 均年 令 は79才 であ る.全 経過 は5ヶ 月 よ り数

十 年 に わた るが,大 部 分 は1～5年 で あ る.病

理 診 断 は脳軟 化症7例,脳 動 脈硬 化症7例 であ

る.臨 床 診 断は 老年期 精 神病6例,精 神 分裂 病

1例,老 年 期痴 呆 症7例 で あ る.病 理 診 断 と臨

床症 状 を対応 させ る と,老 年 期痴 呆症 と診 断 さ

れ た7例 は 臨床症 状 として 失見 当識,記 銘 力障

害 な どの痴 呆症 状 を示 した が,こ れ らの病 理 診

断 は脳動 脈硬 化2例,脳 軟化5例 であ り,こ の

5例 は 多発梗 塞性 痴 呆 であ る.老 年 期精 神病 と

診断 された6例 の主 な 臨床症 状 は幻 聴,被 害妄

想,独 語 な どであ り,痴 呆症 状 が な いか あ るい

は ご く較度 の もの であ るが,組 織病 理 学 的 には

5例 が動 脈硬 化 症,1例 が 脳軟 化症 と診 断 され

た.ま た精 神分 裂病 と診断 され た1例 に は脳 軟

化 がみ られた.以 上 の14例 中,夜 間せ ん妄 を含

む意 識 障害 を呈 した ものが6例 み られ,組 織 病

理学 的 に4例 が 脳動 脈 硬化 症,2例 が脳 軟化 症

であ った.高 血圧 を示 した もの は3例 であ るが

すべ てが脳 軟化 例 で あ る.

方 法

対 照 と した老 人脳14例 の 各 々の右 あ るいは 左
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半球 の 前額 断 につ いて 前頭葉 極 の後 方 を通 る部

(A),視 床枕 を通 る部(B),頭 頂葉 を通 る部(C),後

頭 部 を通 る部(D),を 切 り出 しパ ラ フ ィンに包 埋

し厚 さ5～6ミ クロ ンに切 りBodian染 色 をほ

どこ して大 脳皮 質 の神 経 原線 維変 化 に陥 っ た神

経 細胞,老 人斑 の実数 を教 え,同 時 に 中脳,橋

脳,延 髄に つ いて も同様 の検 索 を行 った.一 方

進行 性核 上麻 痺 の2例 につ いて も同様 な方 法 で

検 索 を行 ない大 脳皮 質 におけ る原線維 変化 と老

人斑 の 分布,形 態 を対 照老人脳のそれ と比較 した.

結 果

(I)老 人脳 に おけ る老 年性 変化 の 出現頻 度

1.神 経 原線 維変 化: (A)大脳 皮質 原 線維 変化

は14例 全例 にみ られ た.各 々の症例 の4つ の前

額 断 に出現 した原線 維 変化 の合 計実 数 は, 1～

91個 であ る.そ の 内訳 は1～10個 が4例, 11～

50個 が7例, 51～91個 が3例 とな る.年 令,性

に よ る出現数 の 差 異は み られ なか った.原 線維

変化の分類については, A～Dの 半球切 片に出現 し

た実 数 の総 計は, A:1個, B:202個, C:207個,

 D:5個 と切 片B, Cに 集 中 してい る.更 に 詳 し

く分 類す る と,ア ンモ ン角,海 馬回,海 馬旁 回

に312個,そ れ を除 く側頭 葉 に79個,前 頭 葉 に6

個,頭 頂葉 に5個,そ の他 に2個 み られ 後頭葉

には 認め られ なか った.そ の 出現 率 もア ン モ ン

角,海 馬回,海 馬旁 回に は全例 に,そ れ を除 く

側 頭葉 に は14例 中12例 に 出現 したが,前 頭 葉 に

は14例 中3例 に,頭 頂葉 には14例 中2例 に認め

られ たの み で,後 頭葉 に 出現 した症 例 は なか っ

Fig. 1. Frequency of Alzheimer's neurofibrillary tangles in Case 15. 

One dot represents 1 neurohe with neurofibrillary tangles.
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Fig. 2. Frequency of Alzheimer's neurofibrillary tangles in Case 16.

 One dot represents 1 neurone with neurofibrillary tangles.

た.各 症 例 につ きみ る とア ン モ ン角,海 馬 回,

海 馬旁 回の みに 原線維 変化 が み られ た もの2例,

ア ンモ ン角,海 馬 回,海 馬旁 回 と側頭 葉 に のみ

み られ た もの5例 とな る.即 ち原線 維変 化 はア

ンモ ン角,海 馬回,海 馬旁 回が 第一 の 好発部 位

であ り,次 い で側頭 葉 に も出現 しや す いが,頭

頂葉,前 頭 葉,後 頭 葉 には 極め て稀 であ る. (表

2, 3, 4)

(B)脳幹 原 線維 変化 の 出現 は稀 であ る.全 くみ

られ な い もの14例 中5例 で あ り,出 現 す る症例

にお い て も最高 で8個 と極 め て 少 い. 14例 全例

の総 出現 数 は26個 で その 内訳 は12個 がN, dors

alis raphes, 5個 が青 斑 核 に, 2個 がN. cent

ralis superior, 1個 が 黒質 に6個 が その他 とな

る.特 にN. dorsalis raphesは14例 中7例 に出

現 し最 も頻 度 が高 か っ た. (表5)
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Fig. 3. Frequency of Alzheimer's neurofibrillary tangles in Case 2. 

One dot represents 1 neurone with neurofibrillary tangles.

2.老 人斑: 14例 中12例(86%)に 認 め られ た.

各 々の症 例 に認 め られ た老 人斑 の実数 は, 1～

546個 であ る.そ の 内訳 は老 人斑 の ない もの2例,

 1～10個 が3例, 11～100個 が5例, 101個 以上

が4例 とな り,そ の 出現 に は個 体 差が 大 き く,

年令 との関連 性 はみ られ なか った.老 人斑 の 分

布 につ いて は14例 の老 人斑 の 数 を総計 す る とA

: 332個, B: 392個, C: 393個, D: 291個 と

な り,原 線維 変化 の様 に切 片B, Cに 集 中す る

こ とな くほぼ 均等 に分 布 してい る.頭 葉 ご とに

分類 す る と,前 頭 葉663個,側 頭 葉402個,頭 頂

葉222個,後 頭 葉42個,ア ンモ ン角,海 馬回,海

馬旁 回50個 とな るが,こ の 実数 の差 は検 索 した

面積 の差 異 に よ る もの で あ り老 人斑 は 各頭 葉 に

平均 して広 範 に分布 して い る.た だア ンモ ン角,

海 馬 回,海 馬旁 回 にはや や 少 な い傾 向 が み られ

た.頭 葉別 の 出現率 は14例 中前 頭葉 は9例,側

頭葉10例,頭 頂 葉9例,後 頭葉4例,ア ンモ ン

角,海 馬 回,海 馬 旁 回7例 とな る.即 ち原 線維

変化 はア ンモ ン角,海 馬 回,海 馬旁 回 に好 発 し

たが,老 人斑 は各頭 葉 に平 均 して広 範 に分布 し

てい る. (表6, 7)

3.原 線 維変 化 と老 人斑 との関係:原 線維 変化

の実数 が 多 く50個 以上 の 症例6, 10, 12の3例
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Fig. 4. Frepuency of Alzheimer's neurofibrillary tangles in Case 6. 

One dot represents 1 neurone with neurofibrillary tangles.

表2　 進行性核上麻痺(PSP)と 老人脳の大脳皮質における原線維変化の出現数 につ き老 人斑 の 出現数 を

み る と, 48, 0, 1個 で

あ りこれ らの症 例 では老

人斑 の出現 数 は中等 度の

もの1例,軽 度 あ るいは

存 在 しな い もの2例 とな

る.又 逆 に老 人斑 が 多 く

101個 以 上 の症例2, 4, 7,

 13の4例 につ いて は原線

維 変化 の数 は38, 12, 1,

 8個 で あ り,少 数 または

中等 度 とな る.即 ち両者

は その 出現数 にお いて解

離傾 向 に あ るこ とがわか

る. (表8)そ の出現部

位 も原線 維変 化 はア ンモ
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表3　 進行性核上麻痺(PSP)と 老人脳の半球切 片B

におけ る部位別の原線維変化の出現数

表4　 進行性核上麻痺(PSP)と 老人脳の半切片C

におけ る部位別の原線維変化の出現数

ン角,海 馬回,海 馬旁 回が 好発 部位 で あ るの に

対 して,老 人斑 に は この様 な傾 向 は認め られず

分布 に お いて も解離 して い る. (表7)

4.原 線維 変化,老 人斑 と痴 呆 どの関係:臨 床

的 に老年 期痴 呆症 と診 断 され た7例 の うち5例

(症例3, 7, 10, 11, 12)は 病 理 診断 で脳 軟

化症 で あ り,脳 軟化 の な い もの は2例(症 例2,

 6)の み で あ り,症 例 数 が 少 な

く痴 呆 との関係 は比較 で きなか

った.

(II)老 人脳 にお ける老年 性 変

化 の形 態

1.原 線維 変化: Bodian染 色

で茶 褐 色や茶 色 に染 まる太 い線

維が か ら ま りあ って細 胞体 や核

がわ か ら ない ものや,神 経 原線

維 が 束 にな り重 な りあ って 細胞

体 の 形が保 たれ ず三角 形 を呈 し

てい る細 胞,細 胞体 が消 失 し神

経 原線 維 の束 が もつ れ あ って糸

だ ま状 を呈 す る もの がみ られた.

 (図1A)

2.老 人斑:ア ミロイ ドよ りな

る芯 を もた ない小 型 の ものが 多

くを占め(図1B, 1C),芯 を もつ

大型 で成 熟 した もの は少

なか った. (図1C)

(III)進 行 性 核 上 麻 痺

と老 人脳 に おけ る老 年性

変化 の比 較

進行 性 核上 麻痺 の2例

(症例15,症 例16)に つ き

同様 な方 法 で検 索 を行 い,

原線 維変 化,老 人斑 の分

布,形 態 を老 人脳14例(症

例1～14)と 比 較 した.

1.原 線 維変 化 の分 布 と

出現数:進 行 性核 上 麻痺

の2例 に つ いて み る と原

線 維変 化 の 出現数 では差

が あ るが 分布 に は本 質 的

な差 がみ られ ない.進 行

性 核上 麻 痺 の症例16で は

海 馬,海 馬 回に 多数 出現 しているが,症 例15で

は この部 に 少数 を認 め るだ け であ る.し か し2

例 と も前 頭葉 で はか な り多数 の原 線維 変化 の出

現 をみ てお り,頭 頂 葉 では症 例15は 症 例16と 比

べ て少 ない もの の稀 とは言 えな い程度 に 出現 す

る.こ の 様 な進行 性 核上 麻 痺 にお け る分布 を,

対 照 と した老 人脳14例 の分 布 と比 較す る と次の
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表5　 老人脳の脳幹 におけ る神経 原線維変化の出現数

表6　 進行性核上麻痺(PSP)と 老人脳の老人斑 の出現数

様 に な る.切 片Aで は対 照群14例 中1例 に1個

の原 線維 変化 をみ た のみ に対 し,進 行 性核 上麻

痺 の2例 に は対照群 と比較 す る と明 らか に 多 く

出現 して い る.切 片Bの 前 頭葉 では対 照群14例

中3例 に 出現 したの みで あ り,し か もそ の うち

2例 では2個, 1例 では1個 の 出現 に過 ぎない .

一 方進 行性 核上 麻痺 の2例 では は るか に 高頻 度

に出現 して い る.し か しこの切 片で の海 馬 回,

側頭 葉 に は対 照群14例 中

3例 に20個 以上 の 出現 を

み てお り,こ れ ら と比較

す る と進行 性核 上麻痺 の

2例 に お いて その 出現数

が特 に 多 い とはい えない.

切 片Cの ア ンモ ン角,海

馬 での 出現数 は進行性核

上麻 痺2症 例 の間 に差 が

あ り,症 例16で は この部

位 に原 線維 変化 が 多いの

に対 して,症 例15で は少

数 であ る.対 照群 ではこ

の部 位 が一 番 の好発部位

で全 例 に 出現 をみて いる

が,そ の 出現数 が 多い も

の では この 部位 に集 中す

る傾 向 に あ るが,出 現数

が 少 い もの で は集 中傾 向

は な く,こ の部位 に関 し

て は進行 性核 上麻 痺 と対

照群 で差 異が ない.一 方,

中心 前 回,中 心 後 回にお

け る出現数 は対 照群 では

中心 後 回 に2例 に各1個

つ つみ た のに対 し,進 行

性核 上 麻痺 の2例 ではそ

れ と比 べ ては るか に多い.

また この切 片 での側頭 葉

にお け る出現数 は進行性

核 上麻 痺 の2例 ではいず

れ も10個 以上 の 出現 をみ

て い るが,対 照群 で も14

例 中6例 に最 高4個 の 出

現 をみ てお り,進 行性核

上 麻痺 の 方 に 多 く出現 してい るが 明 らかに 多い

とは 言 い難 い.切 片Dで は両群 ともに出現数 は

少 な いが,対 照群 では14例 中4例 に 出現 したの

み で,そ の数 も4例 中3例 が 各 々1個 つつ, 1

例 が2個 とい う頻度 と比べ れ ば,進 行 性核 上麻

痺 の2例 では 明 らかに 多い. (表2-4)

2.原 線 維 変化 の 形態:進 行 性核 上 麻痺 では,

 Bodian染 色 で茶 褐 色に染 るものが1～2割 で,
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表7　 進行性核上麻痺(PSP)と 老人脳 におけ る老人斑の頭葉別出現数

表8　 進行性核上麻痺(PSP)と 老人脳の

神経原線維変化 と老人斑 との関係

あ とは全 て黒色 に 濃染 す る.そ の 出現部 位 は大

脳 皮質 第2層,3層 の神 経 細胞 に 多発す るが,

核 や細 胞体 の形 は よ く保 たれて い る.こ れ を対

照 老 人脳 にみ られ る もの と比較 す る と,進 行 性

核 上麻 痺の2例 で は黒 色に 濃染 し,核 の周 囲 を

明瞭 な輪 郭 をも って紐状 に と りか こむ もの(図

2A-2F),細 い線維 状 で核 の上 に網 目状 あ るい

は 樹枝状 に かぶ さる もの(図2G-2K),紐 状 の

もの と網 目状 の ものが

混在 す る もの(図, 2L,

 2M)な どが 多い.一 方

普 通 の 原線 維変 化 は ご

く少数 認め られ た だけ

で あ る(図3A-3C).

これ に対 して主 と して

海 馬域 には対 照 老 人脳

にみ られ た様 な 原線 維

変 化,即 ち普 通 の茶褐

色 か ら茶 色 に染 ま る太

い原線 維が もつれ あ っ

て 細胞 体 も核 もわか ら

ない もの,原 線維 が 束

に な って重 な りあい細

胞体 の 形が 保 たれ ず三

角 形 にな って い る もの

も多 くみ られ た. (図

3D, 3E)ま た前 述 したBodian染 色 で 濃 染す る

特 徴 をもった原線維変化 は橋核 の神 経細胞 に もみ

られ,大脳皮質 にみ られる もの と同様 に核や 細胞体

の形は よ く保 たれ た網 目状,紐 状 の原 線維 変化 を

認め(図3F-3I),大 脳 皮質 に み られ た もの と

近 似 して い た.

3.老 人斑:進 行 性核 上 麻痺 で は2例 とも老 人

斑 は 出現 してお らず,対 照老 人脳 の 出現 頻度,

出現 量 と比較 して きわだ った対 照 をみせ て い る.

 (表6, 7)

考 察

老 人脳 に おけ る神経 原 線維 変化 や 老 人斑 な ど

の老年 性 変化 の頻 度,分 布 は表9に 示 した 様 に

Gellerstedt6)以 来 多 くの研 究 が あ り,そ の 変化

と痴呆 との関 係 につ いて も, Dayan4), 5), Bles

sed1), Tomlinson24),森 松17)ら の研 究が ある.従

来の研 究 が その検 索部 位 を海馬領 域 にか ぎっ て

いた り,全 脳 を対 象 とした研 究 に お いて も各頭

葉 の一 部 分 を と り出 して 検 索 して い るの に対 し,

私 は 大脳 半球切 片で 検索 を行 い,老 人脳 にお け

る老年 性 変化 の頻 度 の コ ン トロー ル ともな り得

る こ とをめ ざ した.先 ず 老 人脳14例 につ いて 老

年 性 変化 の考 察 を行 う.

1.老 人脳 にお け る原線 維 変化 と老 人斑 の 出現
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佐 々 木 健 論 文 附 図

図1　 対 照 老 人 脳, Bodian染 色A:症 例⑫,海 馬 の 原 線維 変 化(×1000); B:症 例 ④,

前 頭葉 の2コ の 老 人斑(↑) (×200); C:症 例 ②,前 頭 葉 の2コ の 老 人斑(↑) (×200)上 部 の

もの は核 を有 した もの.
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佐 々 木 健 論 文 附 図

図2　 進行 性 核 上 麻痺2例 の 原 線 維 変化, Bodian染 色(×1000), A:症 例15 .前 頭葉;

 B:症 例15,前 頭 葉; C:症 例15 ,頭 頂 葉; D:症 例16,側 頭 葉; E:症 例15,側 頭 葉

; F:症 例15,側 頭 葉; G:症 例16,前 頭 葉; H:症 例16,前 頭 葉; I:症 例16 ,側

頭 葉; J:症 例16,前 頭 葉; K:症 例15,海 馬; L:症 例15 ,側 頭 葉; M:症 例15,

前頭葉



446 佐 々 木 健

佐 々 木 健 論 文 附 図

図3　 進 行 性 核上 麻 痺2例 の 原 線 維変 化, Bodian染 色(×1000), A:症 例15,頭 頂 葉;

 B:症 例15,頭 頂 葉; C:症 例15,側 頭 葉; D:症 例16 ,海 馬; E:症 例15,海 馬;

 F-H:症 例16,橋 核; I:症 例15,橋 核
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頻 度 と分布:従 来 の研 究 では原 線維 変 化の 頻度

や 分布 は前 述 した様に 検索 範囲 や対 象 が各 々の

研 究 で まち まちで,い ちが いに 比較 す る訳 には

いか ないが, 70才 以上 の老年 者 で はそ の頻度 は,

金13) (100%),仲 村19)(97%),森 松17)(85%),

平 野7)(78%),渡 辺,野 村26)(69%), Tomlin-

son24)(59%), Dayan4)(58%)で,諸 家 の報 告

に はか な りのへ だ た りがみ られ る.こ の研究 で

は14例 全例 にみ られ,金,仲 村 らの 結果 に近 い.

一 方 その分 布 は一般 老 人で は海 馬 お よびそ の周

辺 に最 も出現 しや す い こ とは古 くか らよ く知 ら

れ てお り,海 馬域以 外 の他 の皮 質 は出現 頻度,

出現量 ともに著 し く劣 る こ とは 諸家 の一 致す る

とこ ろで あ る(金13),渡 辺,野 村26),猪 瀬9),

平 野7),仲 村19), Tomlinson24)).こ の 研 究 で も

ア ンモ ン角,海 馬 回,海 馬 旁 回に は全例 に お い

て 出現 してお り,そ の 出現 量 も最 も 多 く,次 い

でこの 部位 を除 く側 頭葉 に14例 中12例 み られ た

が 出現 量は1/4と は るかに少 な く,前 頭葉 では14

例 中3例 にみ られ,そ の量 も各 例2個 つ つ.頭

頂 葉 では ご く少数 を4例 に 認め た のみ で,後 頭

葉 には 認め なか った.即 ち前頭 葉.頭 頂葉,後

頭 葉 には極 め て稀 であ る とい う結論 に な り諸家

の 報告 と分 布 の面 では一 致 す る.

老 人 斑 は14例 中12例 に み られ,そ の 出 現 頻 度

は86%と な りGellerstedt6)(89.7%), Tomlin

son24)(86%), Muller18)(72.3%), Dayan4)(63

%)に 近 い が,平 野7)(50%),森 松17)(49%),

金13)(40%),仲 村19)(32%),渡 辺,野 村26)(22.2

%)と 比 較 す る とそ の 頻 度 は 高 い.私 の 検 索 で

は 老 人 斑 は 前 頭 葉 か ら後 頭 葉 に 致 る ま で広 範 に

分 布 し,前 頭 葉,側 頭 葉 に 比 較 的 多 い が,原 線

維 変 化 が 集 中 し て い る ア ン モ ン角,海 馬 回,海

馬 旁 回 に は 比 較 的 少 な く,こ れ が 諸 家 の 出 現 頻

度 の 差 の 要 因 の1つ に な っ て い る と思 わ れ る.

つ ま り全 脳 を調 べ た 諸 家 の 報 告 で は そ の 出 現 頻

度 が 高 く(Gellerstedt6), Tomlinson24), Muller

18))
,海 馬 域 の み 調 べ た もの では 頻 度 が 低 い傾 向

に あ る(渡 辺,野 村26),森 松17),平 野7)).し か し

金13),仲 村19)は 全 脳 を検 索 し た が 低 い 頻 度 で し

か み ら れ な か っ た と報 告 し て い る.私 の 研 究 で

老 人 斑 の 出 現 の 仕 方 を み る と,年 令,性,臨 床

症 状 な どに 関 係 な く,出 現 す る も の は 比 較 的 多

量か つ 高範 囲 に わた り出現 して い る.一 方 全 く

出現 しな い もの,あ るい は 出現 して もご く少い

もの もあ り,個 体差 が 大 きい とい う印象 を うけ

る.即 ち対 象 の選 び方 に よ り頻 度 に差 が で きる

こ ともあ り得 る と考 え られ る.

2.原 線 維 変化 と老 人斑 との 関係:原 線維 変化

が老 人斑 に比べ は るか に 多い もの3例,老 人斑

がは るか に 多い もの4例 とな り, 2つ の変化 の

数 量 的関 連性 は な く,む しろ解 離傾 向に ある.

その 出現 部位 も原線 維 変化 が 海 馬域 を好発部位

とす るのに対 し,老 人斑 では この領 域 はむ しろ

好発 部位 で は な く,分 布 にお い て も解 離 してい

る と言 え る.従 って両 者 は別個 の 存在 で,こ の

2つ の変 化 の産 生 の基 底 には 異 った プ ロセ スが

示 唆 され る.こ の こ とは平 野7), Dayan'),金13),

 Raskin21)ら の 見解 と一 致す る.一 方 森松17)は海

馬域 の検 索 で顕 著 な量 的相 関 は認 め に くか った

が,出 現 数 を3段 階 に分 け対 応す る例数 の分布

を調 べ た ところ両者 の変化 量 の 間に大 まか な平

行関 係 がみ られ,こ れ らの変化 の生成 の基盤 に

老化 過程 を含め て何 らか の共 通 の因子 が存 在す

るこ とを示 唆す る と述 べ て い る.し か し海 馬域

とい う限 られ た範 囲 のみ での 検 索で あ る とい う

点 で その解 釈に はか な りの限界があ ると思 われる,

 3.年 令 との 関係:原 線 維変 化 と加 令 との関係

を系統 的 に調べ た研 究 は少 い.金13)は 原線 維変

化 は50才 代 か ら急に その 出現 頻 度 を増 し, 70才

以上 に な る とほ とん ど全 例 に認 め られ る とし,

森 松17)の海 馬領域 での検 索 で は,出 現数 を0, 1

～10
, 11～100, 101以 上 の4段 階 に分 け,痴 呆

を考 慮せ ず年 令 と出現数 との 関係 をみ ると,原

線維 変化 に おけ る相 関 が最 も顕 著 で老 人斑が こ

れに 次 ぎ,出 現 数11～100お よび101以 上 の グル

ー プが加 令 と ともに増 して い る と述べ て いる,

正 常 老 人 を調 べ たTomlinson24)も75才 を境 とし

て原 線 維変 化,老 人斑 とも出現頻 度 が増 す傾 向

に あ るが,更 に症 例 の積 み重 ね が必 要 であ ると

して い る.同 じ く正 常老 人を検 索 したDayan4)

は60才 以上 では海 馬域,前 頭 葉 に両 変 化 を示す

割合 が 増 すが 明 らか な相 関 関係 は な い としてい

る.私 の 研究 にお いて は全 例が70才 以 上 であっ

た こ とか ら原線 維変 化,老 人斑 ともその 出現量

と年令 との 間 には相 関 は み られず,特 に老 人斑
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では個 体差 が 大 きか った.

4.原 線維 変 化,老 人斑 と痴呆 との 関係: Day-

an4), 5)は 脳血 管 障 害 等の痴 呆 の原 因 とな る もの

を除 く長期 に精神病 院 へ 入院 して老 年痴 呆 と診

断 さ,れた40例 の症例 と70例 の正 常老 人 との 原線

維変 化 と老 人斑の 量的 比較 分析 を右 中 前頭 回 と

ア ンモ ン角 の2部 位 で行 った.そ れ に よる と痴

呆群 で はア ンモ ン角 に原線 維 変化 が 多量に 出現

す る傾 向が み られ るが,老 人斑 の 出現数 は 非痴

呆群 と比 較 して有 意 の差 は ない と した.森 松17)

は 海馬領 域 のみ につ いて痴 呆群 と非痴 呆群 の 間

の 量的差 を検 討 し,両 変化 の 出現 量は痴 呆群 に

有 意に 高 い とした.ま たBlessed1)ら は 生 前 の

知 的生 活能 力 と死 後 の皮 質の 各部 にお け る老 人

斑 の数 との 間に は高 い相 関が あ る と した.私 の

研 究 では痴呆 症状 を示 した7例 中脳軟 化 のな い

もの は2例 のみ で極 め て少数 で あ り,痴 呆 症状

が 老年 変化 のみ で な く脳 軟化 に よ るこ とも十分

考 え られ るため痴 呆 と老年 変 化 との 関係 を明 ら

かにす るこ とはで きなか った.

5.脳 幹 におけ る原線維 変化:平 野8)は 多数 の

Parkinson dementia complexの 症例 の 脳幹 の

原線維 変化 を系 統 的に検 索 した結 果,あ る神 経

細胞 は この変化 をお こ しや す いこ とを明 らか に

した.一 方 石井10)は老年 痴呆 の 患者6例 の脳 幹

での 原線維 変化 を調べ,そ の好 発部位 は, N.

 dorsalis raphes, N. centralis superior等 で あ

り,次 いでN. reticularis tegmenti,青 斑核が好

発部位 であ る と した.石 野11)はAlzheimer病,

老年痴 呆,一 般 老 人 の脳幹 で の原 線維 変化 の 出

現頻 度 の比較 を行 い,そ の結論 として老年 痴呆

に おけ る分布,頻 度 につ いて は石 井の 結果 とほ

ぼ一 致 したが, Alzheimer病 と比 べ て老年 痴呆

の方 が 出現頻 度 が低 い傾 向 にあ り,一 般老 人脳

ではN. dorsalis raphesと 青斑 核 に わずか に出

現 したのみで 稀 であ り,老 年痴 呆 の例 と比べ て

明 らか な対 比 を示 した としてい る.私 の検 索 で

も14例 中原 線維 変化 を欠い てい た ものが5例 で

あ り,出 現 す る もの で もそ の実数 は極 め て 少 な

く, N. dorsalis raphes,青 斑 核 に わずか に 出現

したの み で,石 井や 石 野のAlzheimer病,老 年

痴呆 の 出現 頻度 と比 較 す る と極 め て少 な く明 ら

か に対 比 をなす もの と思 われ る.

私の研 究 で の症例 は 精神 分裂 病 の1例 を除 き

13例 は全 て老年 期 にお け る精神 障 害や 痴呆 の た

め正 常 な コ ミュニ テ ィーの 中での 活動 的 な生 活

が 不可 能 な 人々 であ ったが,こ れ を臨 床 的 に痴

呆 の ない正 常老 人につ い て全脳 にわ た って検 索

したTomlinson24)の 結 果 と比 較 してみ る と,私

の 結果 の方 が 原線 維変 化 の 出現 頻 度 と海 馬領域

を除 く側頭 葉 にお け る この変化 の出現 頻 度が 高

い こ とを除 いて,次 の点 にお い てほ ぼ一 致 した

こ とは興 味深 い.即 ち原線 維変 化 が ア ンモ ン角,

海 馬 回,海 馬旁 回に ほぼ 限 られ,前 頭 葉,頭 頂

葉,後 頭葉 には ほ とん ど見 られ なか っ た点 であ

る.つ ま り原 線維 変化 が ア ンモ ン角,海 馬 回,

海馬 旁 回の範 囲 に限局 して い るか ぎ り,そ れは

生理 的 な老年 変化 の過 程 とみて さしつか えな い.

しか し原線維 変化 が 前頭 葉,頭 頂 葉,後 頭葉 に

も多 く出現す るな らば それ は生理 的 老年 変 化 を

逸脱 した もの とみ なせ る.ま た原線 維 変化 は脳

幹 には稀 に しか 認め られず,こ の部 に 多数 の 原

線維 変化 を認め るAlzheimer病,老 年痴 呆 と き

わ だ った対 比 を示 して い る.一 方老 人斑 の分布

は全 脳 に わた るが,ア ミロ イ ドよ りな る芯 を も

たな い小型 の老 人斑 が 多 くを 占め,芯 を もつ 大

型 で成 熟 した もの は少 な く,ま た海 馬領域 に比

較 的少 な い こ とは, Alzheimer病,老 年痴 呆 の

出現様 式 との差 異で あ る.

6.進 行性 核上 麻痺 と老 人脳 に おけ る老年 性 変

化 の相 違:進 行 性 核上 麻痺 の大脳 皮 質 にお け る

原線 維変化 につ いて の従 来 の報告 は,原 線 維変

化 は ほ とん どな いか,存 在す るに して もご く少

数 であ る とい う もの で あ るが2), 3), 14), 15), 16),石野12)

は2例 の進行 性核 上 麻痺 の 原線 維変 化 の頻 度 を

大脳 半球 のBodian標 本 で 検索 し,従 来考 え ら

れ て いた よ り意 外 に 多 くの原 線維 変化 が 出現 す

るこ とを見 い 出 し,そ の頻 度 は おそ ら く正 常 老

人脳 よ り多い の では ない か と指 摘 して い るが,

対 照例 が なか っ たた め結論 として は よ り慎 重 に

な ら ざる を得 なか った.今 回,私 は石 野が 検 索

した2例 のBodian標 本 を再 び 検 索 す る と同 時

に,老 人脳14例 を同 じ方 法 で検 索 しこれ を対 照

例 として比較 を行 った.そ の結 果,大 脳 皮質 の

原線 維変 化 の 出現量 は対 照老 人脳 と比べ て 明 ら

か に 多 く,特 に前頭 葉 に お いて それ が顕 著 で あ
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った.前 頭 葉 に おけ る原線 維変 化 の 出現頻 度 は

対照老 人脳 では極め て稀 で前頭部 には14例 中1例

にた だ1個 の出現 をみ た のみ で あ るが,進 行性

核 上麻 痺 で は2例 と もか な りの数 で 出現 して お

り,老 化 とい う非特 異 的 な変化 か ら逸 脱 した も

ので あ る と言 わ ざ るを得 ない.た だ海 馬領 域 に

お け る頻度 と形態 は対 照例 と比 較 して 特異 的 な

変化 とは 言 い難 い.一 方大 脳皮 質 にお け る光顕

像 につ い て,平 野8)はH・E染 色 で原 線維 はAl-

zheimer型 の様 にヘ マ トキ シ リンで青 く染 まら

ない と述べ そ の差 異 を指 摘 してい る.石 野12)の

観察 で も原線維 変化 の 大部分 は 小型 の神 経 細胞

に現 われ,よ く保 たれ た核 をと りま く紐 状 の形

で存 在 し,原 線 維変 化 の過程 は これ 以上 に は進

行 しない で長 く組織 内 に と どま るもの と推 測 し

て い る.私 の検 索 では大 脳皮 質や 橋核 にお け る

そ の形 態は 老年痴 呆 に み られ るもの と比べ て次

の相 違 点が 明 らかに な った.即 ち大脳 皮 質 では

小型 の神 経 細胞 に 多発 し,大 脳皮 質や 橋核 では

Bodian染 色 で老 人脳 の ものよ り濃 く黒,染し,原

線維 変化 が 比較 的細 く,原 線 維 の少 い紐状,網

目状,樹 枝状 の 原線維 変化 か らな り,核 や 細 胞

体 の 形 は よ く保 たれ て いる こ とであ る.例 えば

進 行性 核上 麻痺 の前頭 葉 では老 人脳 よ りもは る

か に この種 の 原線 維変 化が 多 く,し か もBodian

染 色 で濃染 し老 人脳 にみ られ る原 線維 変化 とは

異 な った上 述 の形 態の もの が ほ とん どで あ る.

一 方老 人斑 は進 行性 核 上麻 痺 の2例 に は認 め ら

れ ず,対 照 老 人脳 にお け る高 い出現 頻 度 ときわ

だ った相 違 をみせ てい る.進 行 性核 上 麻痺 の 原

線維 変化 は 電顕上straight tubulesで 構 成 され,

 Alzheimer病,老 年痴 呆, Parkinson-dementia

 complex,脳 炎 後パ ー キ ン ソニ ズ ムな どのtwi

sted tubulesと は異 な る と言 われて 来 たが201, 22), 

23)
,朝 長25)は進行 性核 上麻 痺 の 原線 維変 化 に も

twisted tublesが み られ るとしている,し か し進

行性核上麻痺の大脳皮質における原線維変化の

電顕的検索はその出現頻度からみても至難であ

り現在までない.今 回の検索からみて,お そら

く大脳皮質や橋核にみられる光顕上で特徴的な

形態を示す原線維変化は進行性核上麻痺に特異

的なものである可能性が示唆される.

結 語

1) 2例 の進行 性核 上 麻痺(62才 と71才)と 対

照例(70才 以上 の 老 人脳)14例 につ いて,大 脳

皮質 の老 年性 変 化 の頻 度 と形 態 を,大 脳半球切

片のBodian標 本 に つ いて 比較 した.

2) 対 照 とした老 人脳14例 の 原線 維変 化の 出現

頻度 は100%で,好 発部位 は海 馬 回 を中心 とした

部 位 で あ る.老 人斑 の 出現 頻度 は86%で,そ の

形態 は小 型 で未 熟 な ものが 大 多数 で,各 頭葉に

広 範 に分 布 し,海 馬 回に は比較 的 少 ない.ま た

老人 斑の 出現 頻 度 には個 体差 が 認 め られ,原 線

維 変化 と老 人斑 の数 量 的関 連性 は な く,む しろ

解 離傾 向 に あ る.ま た原線 維変 化 と老 人斑の数

と年令 との関 係 は認 め なか っ た.

3) 進 行性 核 上 麻痺 の2例 に は老 人斑 を認めな

か った.原 線 維 変化 の 出現頻 度 は対 照 とした老

人脳 に比べ て 多い.ま た大脳 皮 質 の第2, 3層

の神 経 細 胞や 橋核 の 神経 細 胞 に 多発 し,そ の大

多数 はBodian染 色 で 濃紺,黒 に 濃染 し,原 線

維 が細 く,紐 状,網 目状,樹 枝 状 を呈 し,核 や

細 胞体 が よ く保 たれ る点 で,対 照老 人脳 との間

に差 異が み られ る.し か し海 馬領域 で は形態や

染 色態 度 も対 照群 と同 じものが 多い.
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Comparison of senile changes in the cerebral cortex 

due to progressive supranuclear palsy and senile brains

Ken SASAKI

Department of Neuropsychiatry, Okayama University Medical School

(Director: Prof. S. Otsuki)

1) The frequency and microscopic morphology of senile changes are compared, in frontal
 cut Bodian preparations, in two cases of progressive supranuclear palsy (ages 62 and 71) 
and 14 control senile brains (between the ages of 70 and 91).

2) Neurofibrillary tangles were found in all the control brains with a predilection for hip

pocampal areas. Senile plaques were found in 86 per cent of all the control cases. Most 
were small and primitive, with great individual variations in frequency. The numbers 
of neurofibrillary tangles and of senile plaques did not correlate, but rather were dissoci

 ated. No relation was found between the number of tangles and/or senile plaques and the 
ages of the control patients.

3) Two cases of progressive supranuclear palsy showed no senile plaques. Neurofibrillary 
tangles were more numerous than in the control senile cases. Tangles were found in the 
outer and middle layers of the cerebral cortex and in the pontine basis. In Bodian prepa

 rations, most were black, presenting fine tangles with string and mesh forms. The nucleus 
and cell plasma were preserved in contrast to senile brains. But in the hippocampal areas, 
differences in form were not observed between tangles of progressive supranuclear palsy 
and control brains.


